
令和 3年 3月 22 日

よかまち長崎下水道場

～わっかもんでばりよかまちばつくろうで！～

第３回

活動報告書



以下のとおり、第３回よかまち長崎下水道場を開催いたしましたので報告します。

Ⅰ 日時

令和 3年 3月 22 日（月）14 時 00 分～16 時 00 分

Ⅱ 場所

長崎市職員会館４階 研修室

Ⅲ 参加者

出欠欄
第３回

R3.3.22

1 山口　将文 長崎市 事業部事業管理課下水道企画係 土木 男 〇

2 出口　裕理江 長崎市 事業部事業管理課下水道企画係 土木 技師 女 〇

3 石井　佳祐 長崎市 事業部事業管理課下水道企画係 土木 技師 男 〇

4 田中　翔 長崎市 事業部事業管理課下水道企画係 土木 技師 男 ×

5 梶山　裕人 長崎市 事業部事業管理課管理係 事務 主事 男 〇

6 松尾　大雅 長崎市 事業部事業管理課普及調整係 土木 男 〇

7 橋口　千熙 長崎市 事業部下水道施設課施設管理係 機械 男 ×

8 吉野　光貴 長崎市 事業部下水道施設課電機係 機械 男 〇

9 辻　健太郎 長崎市 事業部下水道施設課電機係 電気 男 〇

10 白倉　翔太郎 長崎市 事業部下水道施設課電機係 電気 男 ×

11 福島　諒 長崎市 事業部下水道建設課建設２係 土木 技師 男 〇

12 間ノ瀬　夏樹 長崎市 事業部下水道建設課建設１係 土木 技師 男 〇

13 遠岳　裕樹 長崎市 事業部下水道建設課建設２係 土木 男 ×

14 岡田　将直 長崎市 事業部下水道建設課建設２係 土木 男 〇

15 荒川　雄介 長崎市 事業部下水道建設課建設１係 土木 男 ×

16 柴原　宏紀 長崎市 事業部下水道建設課建設１係 土木 男 〇

17 山脇　真一 長崎市 業務部総務課職員係 事務 主事 男 ×

18 出口　なのは 長崎市 業務部総務課総務係 事務 女 〇

19 松尾　文人 長崎市 業務部総務課総務係 事務 男 〇

20 大久保　忠重 長崎市 業務部経理課経理係 事務 主事 男 〇

21 鈴木　夏美 長崎市 業務部経理課経理係 事務 主事 女 ×

22 平山　沙織 長崎市 業務部経理課経理係 事務 女 ×

23 大坪　孝明 長崎市 業務部料金サービス課収納管理係 事務 主事 男 〇

24 竹本　幹大 長崎市 業務部料金サービス課給排水相談係 土木 男 〇

25 髙尾　大樹 長崎市 業務部料金サービス課受付サービス係 事務 男 ×

26 永江　啓二 長与町 水道局下水道課業務係 事務 主査 男 〇

27 松本　直希 長与町 水道局下水道課建設係 事務 主事 男 ×
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Ⅳ タイムスケジュール

時間 内容 詳細

14：00 5 分 下水道場開講 第３回下水道場の概要説明（テーマ等）

14：05 10 分 アドバイザーの言葉
・長崎市上下水道局業務部 濵田部長

・長崎市上下水道局事業部 中村部長

14：15 30 分 初段テーマ
現状を知ろう 第１弾

「長崎市の下水道事業の経営について」

14：45 30 分 中段テーマ
現状を知ろう 第２弾

「アセットマネジメント」（プレゼン動画）

15：15 10 分 休憩

15：25 35 分 課外稽古 下水道 PR ポスターの制作について

16：00 下水道場閉講

濵田アドバイザー挨拶          中村アドバイザー挨拶

       会議状況                会議状況



Ⅴ 活動内容

[アドバイザーの言葉] 濵田業務部長、中村事業部長

各部長から下水道場の若手職員に対して、経歴をはじめ、経験を基にした長崎市の下水

道事業を始めた当時の状況や業務部長及び事業部長が思うこれからの下水道事業の展望、

下水道場の若手職員に求めていることをお話しいただきました。

〇受講した下水道場生の主な所感

・両部長の経験に基づく話を聞けて、勉強になった。

・日々の仕事に対する意気込みや心構えをどうあるべきか改めて考えさせられた。

・下水道の成り立ちや歴史について学ぶことができた。

[初段テーマ] 現状を知ろう 第１弾「長崎市の下水道事業の経営について」

〇趣旨

長崎市における下水道事業を実施していくなかで、下水道事業の経営状況を各担当者が

知っていくことは必須と考えます。そこで、下水道施設の改築や新設工事及び維持管理を

行っていく上で、現在の下水道事業の経営状況から、今後の持続可能な下水道事業の運営

を行うための課題について、経理的な視点から下水道場の若手職員内で共有を図りまし

た。

〇具体的内容

講師：長崎市業務部経理課 大久保主事

・令和元年度長崎市下水道事業損益計算書の見方

  （基本的な用語の説明や損益計算書の概要説明）

・令和元年度長崎市下水道事業損益計算書から分かる長崎市の経営状況について

・長期財政計画における将来の下水道事業の経営について

・各下水道事業の担当者が解消すべき課題

・質疑応答 等

       会議状況                会議状況



〇受講した下水道場生の主な所感

・今後、下水道の経営が難しくなる危機感は感じていたが、若手職員が共有するいい内

容であった。

・普段知ることができない業務部の予算に係る内容を聞くことができ、予算節約の意識

がより高まった。

・普段は、業務に関係する事業の予算しか把握しておらず、全体としては分かっていな

い部分が多かったので、下水道事業全体の決算書や長期財政計画について勉強がで

き、有意義であった。

[中段テーマ] 現状を知ろう 第２弾「アセットマネジメント」（プレゼン動画）

〇趣旨

長崎市では、人口減少などによって収益の減少が見込まれるなか、将来にわたって良好

な上下水道サービスを安定的に提供するとともに、より効果的な事業運営を図るため、ア

セットマネジメント（資産管理）の取り組みを進めています。

最適な資産管理を行うため、各システムで管理していた施設情報を統一化し、保守点検

等から得た維持管理情報を連携させ、施設の状態を把握できるアセットマネジメント支援

情報システムの構築に平成 30年度から着手し、令和 4年度に完成の予定です。

そのため、事業管理課管理係にて、アセットマネジメント支援情報システムのイメージ

を共有するための動画（案）を作成しており、下水道場生のシステムに関する要望や疑問

点、動画の改善点などを求めるため、動画（案）を視聴しました。

       視聴状況                視聴状況

〇受講した下水道場生の主な所感

・動画は雰囲気的に良い感じに見えたが、実際使ってみないと分からないので、デモ機

などを操作できる機会があればいいと思う。

・システムにどういった機能があるのかについては大まかに理解できた。

・システムの操作は容易に感じた。



[課外稽古] 下水道 PRポスターの制作について

〇趣旨

長崎市は、令和 3年度で下水道事業を供用開始して、60周年の節目の年を迎えます。

そこで、下水道場の若手職員で、市民の

方に下水道に対して理解と関心をもってい

ただくきっかけになるような下水道 PRポ

スターを制作することを検討しています。

長崎市各課及び長与町で、それぞれ制作

することとし、どのような PRポスターに

するか案を出し合いました。

制作期間は、令和 3年 7月完成を目標

に、それぞれ制作する予定です。

                                      

会議状況


